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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(青森市)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
Jアラートや避難情報等をすべての情報伝達手段（メルマガ・Facebook・LINE・X・
市HP・固定電話・FAX）に自動で即時配信可能な一斉配信システムを導入

1



【令和６年度の主な実施内容】

○弘前市防災マイスター育成講座
・防災に関する高い意識と知識を持ち、地域防災の
推進者となる「弘前市防災マイスター」の育成を
目的とした講座を実施した

○弘前市防災マップを活用した出前講座
・弘前市防災マップを活用した出前講座により、市
民に対して防災に関する意識啓発を図った

○令和６年度岩木川総合水防演習
・「岩木川総合水防演習」が
8年ぶりに青森県で開催
となり、タイムラインに
基づいた実践的な訓練を
実施した

○指定避難所への備蓄品の整備
・指定避難所となっている
市内各小・中学校へ向けた
備蓄品や災害備蓄飲料水等
の購入

【令和７年度の主な取組み予定】

○弘前市防災マイスター育成講座
・防災に関する高い意識と知識を持ち、地域防災の
推進者となる「弘前市防災マイスター」の育成を
目的とした講座を実施する

○弘前市防災マップを活用した出前講座
・弘前市防災マップを活用した出前講座により、市
民に対して防災に関する意識啓発を図る

○弘前市総合防災訓練
・「弘前市総合防災訓練」を実施し、防災関係機
関・団体と地域住民の参加・連携の下、防災体制
の強化、防災意識の高揚を図る

○排水ポンプシステムの運用
・大雨に伴う河川等の氾濫による浸水被害を軽減す
るため、排水体制を強化する

岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(弘前市)取組実施内容・取組予定事例
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(黒石市)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
・近年頻発している異常豪雨や局地的な大雨等に伴う水害に対応するため、
岩木川ダム統合管理事務所・黒石市・山形地区自主防災組織で合同訓練を実施

洪水によりダムから緊急放流行われることを想定した訓練

〇住民参加型避難行動訓練 〇過去の災害事例講話 〇段ボールベット組立
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(五所川原市)取組実施内容・取組予定事例

R5.10末時点

R6.4末時点

【現在までの主な取組内容】 【令和７年度の主な取組予定】

◇ 水防体制の強化【継続】
水防団による基本的な水防工法や排水ポンプ取扱訓練を実施
し、水防体制の強化を図った。

◇ 水害対策に係る防災研修会等の実施【継続】
五所川原市の流域の住民を対象に、水害対策に係る防災研

修会や避難訓練を実施した。

◇ 水害対策に係る防災研修会の実施【継続】
五所川原市全域の住民を対象に、水害対策に係る防災研修会
や避難訓練を実施する。

◇ 水防体制の強化【継続】
水防団による基本的な水防工法や排水ポンプ取扱訓練を実施

し、水防体制の強化を図る。

排水ポンプ取扱訓練猫渕町内会自主防災会避難訓練
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(つがる市)取組実施内容

研修会等の実施

つがる市では、研修会や出前講座など積極的に実施し、市民及び各団
体等へ防災意識の高揚を図ってきた。
また、各災害時における指定避難所の開設・運営を行う職員を事前に

指名し、避難所運営マニュアルに基づいた基本的な開設から閉鎖までの
手順について職員研修会を実施し、迅速な避難所運営体制について理
解を深めた。

防災訓練の実施

住民避難訓練では、地域住民と職員による避難所運営を実践させるこ
とにより、快適な避難所運営体制が構築され、本市の防災力の向上に繋
がる。
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(つがる市)取組実施内容

【研修等の実施状況】

避難所受付対応セットの整備

避難所運営訓練県主催の研修会参加

職員研修会（避難所運営）
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【令和５年度の主な実施内容】 【令和６年度の主な取組み予定】

○備蓄食糧等の整備・管理
地域防災拠点施設や小中学校、災害時に孤立化の可能性が高い

集落等の備蓄食糧を更新。
「更新備蓄：カロリーメイト、飲料水、アルファ化米、カレー
セットライスセット、避難所用ベット(コット)」

○備蓄食糧等の整備・管理【継続】
地域防災拠点及び小中学校の備蓄食糧を更新。
不要となる備蓄食糧等は地域の実情に応じて、防災教育や訓
練で活用する予定。

○地域防災リーダーの養成事業
地域の防災リーダーを養成するため、防災士養成事業を実施。
令和５年度は本事業を活用し、６名の防災士が誕生。
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○自主防災組織活動支援補助金制度
自助・共助意識の促進を期待し、自主防災組織が必要となる資
機材整備や防災に関する研修会等を支援する補助制度を開始。

○平川市総合防災訓練
大雨による洪水、土砂災害を想定した総合訓練を実施し、常備
消防、消防団、自主防災組織、市内各団体との災害時の連携強化
を図った。

防災訓練 【救助訓練】 防災訓練 【避難所設営訓練】

○自主防災組織活動支援補助金制度【継続】
自助・共助意識の促進を期待し、自主防災組織が必要となる資

機材整備や防災に関する研修会等を支援する補助制度を実施予定。

○避難所運営リーダー指定・養成
避難所開設の際にリーダー的役割を担ってもらう、職員をあら
かじめ30名程度指定し、リーダーを中心とした避難所開設体制を
構築するために研修・訓練を実施予定。

○避難所標識の更新及び設置
市防災マップを基に市内小中学校に設置した避難所標識を更

新・新規設置し、避難所の所在を明確化することで、日頃から周
辺住民や施設利用者へ防災意識の醸成を図る。

避難所誘導看板 避難所誘導標識

岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(平川市)取組実施内容・取組予定事例
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(藤崎町)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
令和４年度に工事が完了した三千石堰雨水渠について、内水氾濫対策として、側溝の清
掃を実施する予定

位置図 「岩木川水系」

雨水渠整備

具体的な取組み内容

【三千石堰雨水渠整備】
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【西豊田地区冠水状況（H25.7.2）】
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(板柳町)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
・令和６年５月２６日（日）に行われた岩木川総合水防演習に参加
・排水作業用として小型動力ポンプ（付属品含）を購入

積土のう工を実施 排水作業用として小型動力ポンプ（付属品含）
を購入
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(鶴田町)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
令和６年１２月８日（日）、鶴田町みどり町町内会と協力し、避難路・避難行動要支援者
対応の確認や水防災・避難情報等に関する講話を内容とした防災訓練を実施しました。

青森県防災士会による講話

みどり町集会所から鶴田町公民館への避難

災害備蓄品の展示 10



岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(中泊町)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】

〇防災行政無線（同報系）の更新に向けた検討
防災行政無線関連機器の老朽化（平成１８年度整備）に伴い、更新に向けた検討を進め
ている。
屋外子局スピーカーの機能強化や、戸別受信機の代替となる伝達手段による情報発信を
検討し、大雨等により聞こえにくい場面でも確実な情報伝達が可能となるよう検討。

〇自主防災研修会の開催（毎年継続実施）
自主防災組織の役割や必要性の理解を深め、地域防災力の向上につなげるべく、自主防
災組織などを対象とした研修会を開催。

〇水害用土のう作成（毎年継続実施）
土のう作成を毎年実施・更新し、住民及び水防団が利用できるよう確保している。
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(大鰐町)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
９月２９日（日）に実施した大鰐町総合防災訓練にて、水防訓練を実施し、各機関との

連携、動きを確認した。
訓練では、町消防団が中心となり、出水期に備えて、河川等の警戒巡視、情報収集、住民
の避難の呼びかけ等行うほか、土のう作成を実施し、水害に備えている。
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(田舎館村)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
村内の地区会、自主防災組織、消防団、民生委員を対象に、防災士を講師に迎え研修会

を開催し、防災知識を深め防災意識向上を図りました。

防災クイズ

防災グッズ展示

防災士を講師に迎え自主防災に関する研修会開催
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(西目屋村)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
西目屋村災害備蓄指針を作成し、備蓄品目及び数量の基準を設け、備蓄の整備を実施するとともに、
備蓄等保管場所を搬出が容易な場所へ移設し、発災時の早急な体制整備が可能となった。
また、職員を村対象に、可搬式小型発電機の使用訓練を実施した。

西目屋村災害備蓄指針の作成

可搬式小型発電機使用訓練

移設前の備蓄保管場所

移設後の備蓄保管場所

備蓄保管場所図面（西目屋村中央公民館）
移設前：黄色 移設後：赤色
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(青森県河川砂防課)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
・中小河川等の水害リスク情報の空白域を解消するため、岩木川水系の県河川のうち、
１３河川における洪水浸水想定区域図を公表予定。
・青森県立木造高校及び藤崎町町内会連合会を対象に水災害対策に係る「出前講座」を
実施しました。
・関係機関との水防災意識共有のため、腰巻川で重要水防箇所合同巡視を実施しました。

【11月7日 出前講座 藤崎町町内会連合会】
・水災害対策に係る出前講座を実施

【5月30日 重要水防箇所合同巡視 腰巻川】
・水防団、水防管理団体（市町村）及び河川管理

者（県）等による河川の合同巡視を実施

【洪水浸水想定区域図公表予定 岩木川水系】
・岩木川水系の１３河川における洪水浸水想定
区域図を公表予定 15



岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(青森県危機管理局)取組実施内容・取組予定事例

【取組実施内容】
防災の普及啓発活動として、各種イベントにおいてブース出展を実施。

段ボールベッドの展示・体験
そのほか、簡易トイレやパネルの展示、チラ
シの配布を行った。

防災リュックの展示 防災食料品の展示

新聞紙スリッパ体験
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
事例１：気象防災ワークショップ開催（対象：県内の自治体職員 ）
事例２：出前講座の実施（写真は11月7日に五戸町で行った出前講座）

実際の大雨事例を基にした、架空の河川における気象災害
への対応（避難情報発表のタイミング等）を検討・発表

（ 写真中央奥 ）検討する気象条件を提示する青森地方気象台職員
（手前テーブル）気象条件を聴講し、対応に考えを巡らす参加者各位

検討した際の課題を発表する参加者検討結果を発表する参加者

事例２：出前講座（令和６年11月7日）

事例１：気象防災ワークショップ（令和6年11月26日～27日）

・指定河川洪水予報
をはじめとした気象
情報の説明

・過去の災害事例を
紹介

・講義を通じて防災
意識の啓発・啓蒙を
行う
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【令和７年度の取組予定事例】

広域を対象
（令和４年６月１日～）

府県単位に絞りこみ
（令和６年５月２７日～）

気象庁では「顕著な大雨に関する気象情報」の発表基準を満たすよう
な線状降水帯による大雨の可能性がある程度高いことが予想された
場合に、半日程度前から気象情報において「線状降水帯」というキー
ワードを使った「線状降水帯による大雨の半日前程度からの呼びか
け※」を広域を対象として行ってきたが、令和６年５月２７日からは府県

単位に絞り込んだ運用を開始。

※この呼びかけは、警戒レベル相当情報を補足する解説情報として発表します。

なお、府県単位（青森県を対象）に絞り込んでの呼びかけは、令和６年
８月１１日１１時４４分発表の気象情報にて初めて行われています。

・令和６年度中に洪水予警報作成システムの更新が予定され、それに伴

い指定河川洪水予報発表文（PDF形式）のレイアウトが変更される予定。

・運用変更自体は令和６年度内を予定していますが、新しい発表文を用い

た指定河川洪水予報（及び水位周知情報）は実質令和７年度出水期から

となる見込み。

【令和６年度の取組実施内容】（参考）
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岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

＜参考資料＞ (青森地方気象台)取組実施内容・取組予定事例



岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(岩木川ダム統合管理事務所)取組実施内容・取組予定事例

関係機関が連携した水防訓練の実施 ＜自治体主催の水防等訓練へ参加＞
◆令和６年１０月２０日（日）に黒石市立中郷公民館（黒石市）で行われた黒石市総合防災訓練へ参加しました。
◆国土交通省の自治体への災害支援体制としてTEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）、リエゾン（災害対策現地 情報連絡員）、

災害対策用機械を整えていることを紹介しました。【写真-1】 【写真-2】
◆災害現場からの映像配信等の通信回線確保事例として岩木川ダム統合管理事務所で保有の通信機器の実運用訓練を実施
しました。【図-1、図-2】 （必要の際はリエゾン等を通じてご要請ください。）

実運用訓練

LAN

Webカメラ i-RAS

中郷公民館敷地内

防災訓練会場の映像を送信

パソコン モニター
LAN

i-RAS

展示ブース

展示ブース内で映像を確認

特徴
・短時間（約３０分）で回線を構築可能
・伝送距離は約３０ｋｍ

写真-1 訓練映像配信、パネル（TEC-FORCE、災害対策用機械）

訓練では通
信回線確保
の実演を実
施しました。

図-2 i-RAS

図-1 i-RAS接続図

写真-2 高樋市長への支援体制説明状況 19



岩木川等大規模水害に備えた減災対策協議会

(青森河川国道事務所)取組実施内容・取組予定事例

【令和６年度取組実施内容】
局所的に堤防が暫定堤となっている鶴田地区において、河川からの氾濫を防止する
ため、「一連区間で堤防を完成堤化」させ、堤防弱部の解消を図りました。

鶴田地区の堤防整備について

※岩木川中流・上流緊急治水対策プロジェクトより

岩木川右岸35.8kの堤防整備状況写真

岩木川左岸36.6kの堤防整備状況写真

R5.10末時点

R6.4末時点
20


